
令和元年度

受賞者の取組
事例集

令和２年1月23日（木曜日）
都庁第一本庁舎において、

令和元年度東京都女性活躍推進大賞の
贈呈式を開催しました。

贈呈式の様子はこちらからご覧になれます。
https://tokyodouga.jp/tNWy0WqFY_I.html

写真について



受賞者コメント
〇受賞により、メディアで紹介いただく機会も増え、社内外で当社の取組の浸透が促進されました。管理職やそれ
以外の社員の意識アップにもつながり、女性活躍を含めたダイバーシティへの取組に関する前向きな行動が加速
しています。
〇全社員がキャリアを継続するために、引き続き、制度・仕組み面の充実や環境整備を行うとともに、多様な働き方
支援のためのワークショップ、イクボスセミナー等を現在の課題に即した内容で実施していく予定です。
〇男性育児休暇取得率が3.7％（2016年）→45.6％（2019年）と上昇し、当初の目標を達成したため、新たな目標を
設定し取り組んでいきます。
〇各部署、各拠点においてダイバーシティを推進する社員を広く募り、更に活動範囲を増やしていきます。

人事部部長補佐 兼 ダイバーシティ
推進プロジェクトリーダー

田中 静江さん
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受賞者コメント
〇弊社は創業当時より、男女問わず、また多様な人材が活躍できる労働環境を構築し、さらに事業としても継続して
成長していけるよう常に意識して事業を進めてまいりました。その結果の１つが、今回の弊社取組、つまり、働き方
改革の一環で行った「女性が活躍できるフィールドの創造」によって今回の受賞に繋がったと考えており、社内外
からの評価も確実に向上したと感じております。
〇とはいえ、まだまだ社内における「働き方」の改善ポイントは山積しているため、１つずつ問題解決していくことで、
さらにより良い労働環境を目指します。また今後は、弊社の働き方改革への取組におけるノウハウ・ナレッジを、
世の中に発信していければと考えております。

代表取締役社長／CEO
岡本 秀興さん
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受賞者コメント
〇名誉ある賞を頂き、建設業界だけでなく、多くの方々に当社の女性活躍の取組を知って頂くことができました。
また、お施主様より評価して頂き、工事の受注に繋がるきっかけにもなりました。社内での働き方に対する関心が
高まり、取組への意見交換等盛り上がっております。今後も課題を一つ一つクリアしていきながら、男女ともにより
働きやすい職場を目指してまいります。
〇新型コロナウイルス対策における危機的状況の中で、今後は変化していく状況に合わせ、より柔軟な対策を展開
していくことが重要と考えます。そのため、リモートワークを含めた多様な働き方の導入など、従業員にとってより
良い環境に向けた取組が進んでいます。
〇女性のみならず、男性の育児休業取得の推進、時間外労働の削減、有給休暇取得率の向上を目指し取組の強化を
行ってまいります。

代表取締役
立花 武士さん

4
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受賞者コメント
〇あらためて東京都女性活躍推進大賞の優秀賞を受賞でき、感謝申し上げます。
〇この賞を受賞したことで、内外の反響は大きく、特に新卒採用に関し、女性のみならず男子学生からの反響も感じ
取ることができています。今後さらなる採用力向上に結び付けるようにしたいです。
〇また、職員側についても、働きやすい職場環境を現場から作り出していく意識がさらに高まっており、特に今年度
は様々な働き方に関する相談窓口を創設し、各職員が自身の働き方に関して、疑問点や悩み・不安等を払拭できる
ように準備を進めている所です。
〇この賞を契機に、さらに地域に必要とされる福祉施設として質の高い支援を実践できるよう研鑽を重ねていきます。

採用人事／理事
（生活介護事業所大沢にじの里統括主任兼務）

新津 健朗さん

（2017年度：女性0名　2018年度：5名）
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受賞者コメント
〇今回、このような賞を受賞させていただいた事で、保育園保護者の方達からも「子どもたちを安心して預ける事が
できる」など、多くの励ましの言葉をいただきました。
〇また、メディアに取り上げていただいた事をきっかけに、新聞社の方や、市内の番組でも取り上げて頂き、法人での
取組を広く知っていただける良い機会となりました。
〇今後も、女性が多く働く職場として、ライフイベントに合わせた柔軟な働き方を、職員一丸となって考え続けていけ
たらと思っております。保育士

中村 鮎美さん
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受賞者コメント
〇本学は女子教育100年の知見をベースに、全学的「キャリア教育」「社会人メンター」などを実施しています。また、
ダイバーシティ推進機構を設置し、広く社会（企業）に向けて研修プログラム、研究会等の活動を積極的に行って
きました。この度の女性活躍推進大賞受賞でこれらの取組に賛同、参画する企業が2割増え、産学連携が進展し
女性活躍推進への取組の気運が一層高まりました。
〇今後は企業人女性を対象とした「女性エグゼクティブコース」を開設し、将来の上級管理職、役員候補者の育成の
ためのプログラムの開発、改良に努め、内閣府男女共同参画基本計画に基づく女性役員登用目標の早期実現に
貢献したいと思います。

理事長／総長
坂東 眞理子さん
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受賞者コメント
〇この度は栄誉ある特別賞をいただき大変光栄に思います。特別賞は、「今後一層の成果が期待される取組」との
ことで、これまで取り組んできたことを評価していただいただけでなく、今後更なる取組を行うにあたり、大変励み
になる受賞となりました。
○関係者やホームページ等をご覧になった方々からは、お祝いの言葉をたくさんいただきました。職員一同大変喜ん
でおり、誇りをもって働くことができていると思います。
○社会の変化への柔軟な対応や既存の価値観にとらわれない働き方など、これからも、誰もが自分らしく活躍できる
職場環境づくりを続けていきながら、地域のお役に立てるように取り組んでまいります。

業務執行理事
伊藤 美佐さん

8
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受賞者コメント
〇受賞を受け、事業活動を行う調布市では市報にて、また隣接する狛江市、調布経済新聞にて、受賞について取り
上げていただきました。また世界女性デ－に合わせて開催されたイベント、SDGs100人会議VOL.5にも、取締役
市川がゲストとして登壇、様々な方々と新しいご縁をいただきました。
〇また事業を支えてくれているメンバーが受賞の喜びを、自身の言葉で発信してくれたことは、特に嬉しいことでした。
〇引き続きPolarisは、「仕事」を通して、また、多様な事業者との協働を通して、持続可能な働き方を創ることを
目指します。更に今後は、創業以来進めてきたテレワークのノウハウをベースに既存事業のオンライン化と、職住
近接・郊外型ワークスペースのコミュニティ運営や地域情報提供サービスなど、「まち仕事」を担う人材育成を
軸に、地域で働く機会を拡大していく予定です。

取締役CSO
市川 望美さん
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受賞者コメント
〇大賞を受賞して、女子会を中心に、努力が報われたと大喜びで、組織全体の士気も高まりました。また、女性の活躍
への期待が増し、活動の幅が広がりました。さらに、「東京サイト」を通して住民に地域防災の取組を知ってもらう
ことができ、防災への関心が高まった印象です。
◯女子会版マップ案が成城学校避難所公式マップとして承認され、近隣の福祉避難所との連携で身体的・社会的弱者
の受入れを基本とすることが決定し、コロナ対策では3月にはハイリスク層へ、4月には全世帯にマスクを配布
しました。今後は、医療・福祉系備蓄リストと避難所運営マニュアルの見直しを行う一方で、産学事業としての開発
研究（災害用製品）への協力も予定しています。

協議会有識者委員／
女子会発起人・世話人

坪内 暁子さん
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※仕事と生活の調和について、一般的には「ワーク・ライフ・バラン
ス」と呼ばれています。東京都では「まずは人生、生活を大切に
すべきである」とする考え方に基づき「ライフ・ワーク・バランス」
と呼んでいます。受賞者コメント

〇これまで見えない存在とされていたひきこもり女性向けの居場所作りについて評価していただいたことにより、
独身、既婚者、また年齢を問わず、人間関係や就労に困難を抱えるひきこもり女性への支援の必要性を多くの人に
理解していただける機会となりました。
〇全国の自治体や民間支援団体から「ひきこもり女子会」を共催したいとの要請は続いており、女性たちが安心
して参加でき、自己肯定感を取り戻す場がさらに広がっていくよう各機関と協力しながら活動を続けていきます。
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印　　 刷 前田印刷株式会社

●企業・団体のイメージや認知度が向上しました
●お客様・利用者が増加しました
●従業員の満足度やモチベーションが向上しました 

●採用活動でのPRにつながり、応募者数が増加しました 
●多数のメディアに取り上げられました
●お客様の信頼を得ることができ、取引先が広がりました

受賞者の声

事例集付き

令和2年度

8月7日　～9月30日金 水
募集
期間

令和２年

応募の参考に
ご覧ください！

東京都の公共工事や業務委託契約等（総合評価方式）において、

受賞実績が加点評価される場合があります。

東京都女性活躍推進ロゴマーク　　　　　 を名刺やHP等にご利用いただけます。

賞状及び副賞（楯）を贈呈します。

都のHP等で取組を広く発信します。

全国紙や大手就活サイト等のメディアにも掲載し、取組をPRします。

女性活躍
推進大賞

東京都では、女性の活躍推進について、優れた取組を行っている
企業や団体、個人を募集します。

募集


